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福
岡
本
藩
の
藩
主
後
継
事
情

　

直
方
藩
は
福
岡
本
藩
に
２
度
に

わ
た
っ
て
後
継
藩
主
を
送
り
込

み
、
最
後
に
は
廃
藩
と
な
っ
て
し

ま
う
わ
け
で
す
が
、
そ
の
背
景
に

は
福
岡
本
藩
の
藩
主
後
継
を
め
ぐ

る
深
刻
な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
。

　

藩
祖
官
兵
衛
か
ら
初
代
長
政

公
、
第
二
代
忠
之
公
、
第
三
代

光
之
公
と
長
男
が
順
当
に
藩
主

に
就
任
し
ま
し
た
が
、
光
之
公
の

長
男
綱
之
は
父
子
の
対
立
に
よ
り

１
６
７
７
年
に
廃
嫡
、
直
方
藩
主

と
な
っ
て
い
た
綱
之
の
弟
長
寛
公

が
嗣
子
に
な
り
綱
政
と
改
名
し
て

１
６
８
８
年
に
第
四
代
藩
主
と
な

り
ま
し
た
。

　

綱
政
公
は
１
７
１
１
年
に
逝
去

し
ま
し
た
が
、
長
男
吉
之
は
そ
の

前
年
に
父
に
先
立
っ
て
逝
去
し
て

い
た
た
め
、
次
男
の
政
則
が
第
五

代
藩
主
宣の

ぶ
ま
さ政

公
と
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
宣
政
公
は
生
来
病
弱

で
政
務
を
と
る
こ
と
が
で
き
ず
、

正
室
は
い
ま
し
た
が
嗣
子
が
い
な

か
っ
た
た
め
１
７
１
４
年
に
直
方

藩
主
長
清
公
（
綱
政
公
の
弟
）
の

一
人
息
子
継つ

ぐ
た
か高
公
（
１
７
０
３

～
75
）
が
養
嗣
子
と
な
り
従じ

ゅ
し
い
の

四
位

下げ

・
筑ち
く
ぜ
ん
の
か
み

前
守
に
任
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

宣
政
公
は
１
７
１
９
年
に
35
歳

で
隠
居
し
て
、
継
高
公
が
福
岡
藩

第
六
代
藩
主
に
就
任
し
ま
し
た
。

直
方
藩
の
廃
藩

　

直
方
藩
主
長
清
公
は
１
７
２
０

年
に
逝
去
、
本
来
な
ら
ば
継
高
公

が
直
方
藩
第
五
代
藩
主
と
な
る
と

こ
ろ
、
前
年
に
福
岡
藩
主
と
な
っ

て
い
た
た
め
、
跡
継
ぎ
を
失
っ
た

直
方
藩
は
廃
藩
、
領
地
は
本
藩
に

還
付
さ
れ
、
藩
士
は
福
岡
に
移
転

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
６
２
３
年
に
初
代
高
政
公
か

ら
始
ま
っ
た
東
蓮
寺
藩
・
直
方
藩

は
97
年
で
終
わ
り
ま
し
た
。

  

そ
の
後
も
幕
末
ま
で
福
岡
藩
は

後
継
藩
主
に
恵
ま
れ
ず
、
第
九
代

か
ら
第
十
代
へ
の
相
続
を
除
い
て

す
べ
て
養
子
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

直
方
藩
廃
藩
後
も
秋
月
藩
は
存

続
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
藩
に
養

子
を
送
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
初
代
藩
主
長
興
以
来
、
本

藩
と
の
関
係
が
良
好
で
は
な
か
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

福
岡
藩
第
六
代
藩
主
継
高
公

　

福
岡
藩
主
と
な
っ
た
継
高
公
は

養
父
の
宣
政
公
と
異
な
り
頑
健
で

精
力
的
に
藩
政
改
革
を
進
め
て
、

飢き
き
ん饉

の
克
服
、
藩
財
政
の
立
直
し

を
実
現
し
福
岡
藩
中
興
の
祖
と
呼

ば
れ
た
名
君
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
政
公
が
着
手
し
た
が
中
断
さ

れ
て
い
た
堀
川
の
工
事
を
完
成
さ

せ
た
の
も
継
高
公
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
後
継
男
子
に
先
立

た
れ
て
御ご

さ
ん
き
ょ
う

三
卿
の
一
橋
家
か
ら
養

子
を
迎
え
、
官
兵
衛
・
長
政
公
の

血
統
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

多
賀
神
社
の
拝
殿
の
左
右
に

石
灯
籠
が
あ
り
「
筑ち

く
ぜ
ん
こ
く

前
国
主し

ゅ
ご
ん
の権

少し
ょ
う
し
ょ
う将

源
継
高
建
立
」
と
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
権
少
将
は
官
位
、
源

は
黒
田
家
が
近
江
出
身
の
宇
多
源

氏
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
直
方
藩
第
五
代
藩
主
に
な

る
は
ず
だ
っ
た
継
高
公
の
直
方
へ

の
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

長
崎
街
道
の
経
路
変
更

　

廃
藩
後
、
存
亡
の
危
機
に
立
た

さ
れ
た
直
方
の
町
を
救
う
た
め
、

町
年
寄
の
庄
野
仁
右
衛
門
が
長
崎

街
道
の
経
路
変
更
を
福
岡
藩
に
願

出
て
許
可
さ
れ
、
１
７
３
６
年
か

ら
従
来
城
下
町
を
避
け
て
対
岸
を

通
っ
て
い
た
長
崎
街
道
が
町
中
を

通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
方
市
中
央
公
民
館
の
郷
土
資

料
室
に
あ
る
「
直
方
惣
郭
図
」
に

は
藩
政
末
期
の
城
下
町
直
方
が
、

十
九
世
紀
初
め
の
「
筑
前
名
所
図

会
」
に
は
直
方
を
通
る
長
崎
街
道

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

多
賀
神
社
の
「
宝
永
の
鳥
居
」

は
長
清
公
が
１
７
０
７
年
に
建
立

し
た
も
の
で
、
長
崎
街
道
は
こ
の

前
で
直
角
に
曲
っ
て
い
ま
し
た
。

　

直
方
の
町
の
姿
と
地
名
は
黒
田

家
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま

す
。

第
八
回
　
直
方
藩
の
廃
藩
と
長
崎
街
道

直方惣
そうかく
郭図（直方市教育委員会所蔵）

多賀神社の宝永の鳥居

筑前名所図
ず え
会（福岡市博物館所蔵）
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参
加
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
に
記
載
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

広
告

特
別
支
援
教
育
支
援
員

職
務
内
容
…
市
内
小
中
学
校
で
障

が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
の
学
校

生
活
を
支
援

資
格
…
不
問
（
教
員
経
験
者
や
ヘ

ル
パ
ー
の
有
資
格
者
等
を
優
先

的
に
任
用
す
る
場
合
有
り
）

勤
務
日
数
…
年
間
2
0
4
日

勤
務
時
間
…
午
前
8
時
30
分
～
午

後
3
時
15
分
（
6
時
間
）

雇
用
期
間
…
4
月
1
日
か
ら
1
年

間
（
満
了
後
、
最
長
2
年
間
更

新
す
る
場
合
有
り
）

報
酬
…
月
額
9
万
7
4
0
0
円

※
報
酬
月
額
は
今
年
度
実
績

※
社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
２
㎞
以
上
で
交
通
費
有
り

募
集
人
員
…
若
干
名

申
し
込
み
期
間
…
2
月
9
日（
月
）

～
20
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
…
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係

　（
TEL 

25
－

2
3
2
3
）

一
日
体
験
教
室

「
ス
イ
ー
ツ
デ
コ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル

写
真
立
て
を
作
ろ
う
」

　

樹
脂
粘
土

で
作
っ
た
ス

イ
ー
ツ
を
飾

り
付
け
た
写

真
立
て
を
作

り
ま
す
。

対
象
…
小
学
生
以
上
（
親
子
で
の

参
加
可
）

と
き
…
3
月
7
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

定
員
…
先
着
15
人

材
料
費
…
5
0
0
円

申
し
込
み
期
間
…
2
月
10
日（
火
）

～
28
日
（
土
）

持
っ
て
く
る
も
の
…
作
品
持
ち
帰

り
用
の
袋

と
こ
ろ
・
申
し
込
み
…
直
方
歳
時
館

　（
TEL 

25

－

2
0
0
8
）

「
解
雇
、
雇
止
め
問
題
」

集
中
相
談
会

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

と
き
…
2
月
25
日
（
水
）、
26
日

（
木
）

　

午
前
9
時
～
午
後
8
時

※
予
約
不
要

と
こ
ろ
・
問
い
合
わ
せ
…
県
筑
豊

労
働
者
支
援
事
務
所（

飯
塚
市
）

　（
TEL 

0
9
4
8

－

22

－

1
1
4
9
）

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

「
高
齢
者
の
人
権
」

講
演
…
「
あ
な
た
の
大
切
な
人
に

心
の
通
っ
た
医
療
・
看
護
・
介

護
と
安
ら
ぎ
を
・
・
・
」（
有

吉
病
院
院
長 
有
吉 

通
泰
さ
ん
）

と
き
…
2
月
21
日
（
土
）

　

午
後
2
時
～
4
時

と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

定
員
…
1
0
0
人

※
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
…
市
民
・
人
権
同
和

対
策
課
同
和
対
策
係

　（
TEL 

25

－

2
1
0
5
）

就
職
を
希
望
す
る

女
性
の
た
め
の
講
座

　
「
子
育
て
女
性
の
た
め
の
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
会
社
説
明

会
in
直
方
」
を
開
催
し
ま
す
。 

地
元
求
人
企
業
か
ら
の
説
明
や
仕

事
探
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
す
。

と
き
…
3
月
10
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

※
受
付
は
午
後
1
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

無
料
託
児
…
先
着
20
人（
要
予
約
）

《
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
》

▽
「
も
う
一
度
働
き
た
い
～
マ
マ

が
輝
け
ば
、
子
ど
も
も
変
わ
る
」

（
M
I
K
I
フ
ァ
ニ
ッ
ト 

代
表
取

締
役 

太た
ち
や
ま

刀
山 

美
樹
さ
ん
）

と
き
…
午
前
10
時
～
11
時

※
先
着
50
人 

事
前
予
約
優
先

▽
好
感
度
ア
ッ
プ
講
座
～
メ
イ
ク

術
～

と
き
…
正
午
～
午
後
0
時
30
分

講
師
…
直な
お
り理 

邦
子
さ
ん

《
子
育
て
女
性
の
た
め
の
合
同
会

社
説
明
会
》

と
き
…
午
前
11
時
～
午
後
2
時

※
3
社
以
上
、
企
業
ブ
ー
ス
を
訪

問
さ
れ
た
人
に
は
「
履
歴
書
用
写

真
」
を
無
料
で
撮
影
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
福
岡
県
子
育
て
女

性
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
TEL 
0
9
4
8

－

22

－

1
6
8
1
）

食
進
会
の
料
理
講
習
会

「
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
」

　

食
生
活
改
善
推
進
会
に
よ
る
地

元
の
野
菜
や
果
物
を
使
っ
た
お
や

つ
の
料
理
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
ん
で
い
る
人

と
き
…
2
月
23
日
（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
1
時

と
こ
ろ
…
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

定
員
…
20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

材
料
費
…
5
0
0
円

申
し
込
み
期
限
…
2
月
18
日（
水
）

申
し
込
み
…
こ
ど
も
育
成
課
母
子

保
健
係

　（
TEL 

25

－

2
1
1
4
）

職
員
募
集

募
集

相
談

講
演
・
講
習
会


